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江
戸
時
代
に
お
い
て
長
崎
に
輸
入
さ
れ
た
漢
薬
は
、
長
崎
か

ら
大
坂
へ
運
ば
れ
、
大
坂
の
薬
種
問
屋
を
通
じ
て
全
国
に
販
売

さ
れ
て
い
た
。
特
に
大
消
費
地
の
江
戸
で
は
、
江
戸
幕
府
が
開

か
れ
て
以
来
、
江
戸
本
町
三
丁
目
に
限
り
、
薬
種
問
屋
株
が
公

認
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
長
崎
か
ら
大
坂
を
経
由
し
て
江

戸
へ
送
ら
れ
た
薬
種
を
取
り
扱
う
問
屋
が
江
戸
本
町
三
丁
目
を

中
心
に
存
在
し
、
こ
こ
か
ら
関
東
、
奥
州
の
地
方
薬
種
問
屋
に

供
給
さ
れ
た
。

大
坂
の
道
修
町
薬
種
中
買
仲
間
か
ら
江
戸
へ
出
荷
さ
れ
る
場

合
の
運
送
の
実
態
は
、
〈
く
す
り
の
道
修
町
資
料
館
〉
所
蔵
の

『
江
戸
売
買
」
に
関
す
る
古
文
書
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
へ
出
荷
さ
れ
た
薬
種
は
、
旧
暦
の
毎
月
二
十
五
日
ま
で

に
大
坂
奉
行
所
へ
報
告
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

50

江
戸
時
代
に
お
け
る
輸
入
漢
薬
の
流
通
に

つ
い
て
Ｉ
江
戸
送
り
漢
薬
八
品
を
中
心
に
Ｉ

羽
生
和
子

関
西
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た
め
流
通
に
関
す
る
記
録
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
各
荷
物
の
出

荷
人
と
荷
受
人
の
末
尾
に
は
、
陸
送
と
海
運
に
よ
る
輸
送
形
態

を
区
別
し
て
い
た
。
江
戸
初
期
に
お
け
る
輸
送
方
法
は
、
す
べ

て
陸
路
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
江
戸
が
大
消
費
市
場
に
な
る
と

大
坂
・
江
戸
間
の
海
上
航
路
が
整
備
さ
れ
、
檜
垣
廻
船
、
樽
廻

船
の
発
達
と
と
も
に
、
消
費
物
資
の
回
漕
を
業
務
と
す
る
「
江

戸
積
み
廻
船
問
屋
」
が
現
れ
、
大
坂
・
江
戸
の
海
運
が
発
達
し
、

薬
種
の
大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
船
積
み
も
こ
れ
を
利
用
し
て
い
た
。

本
発
表
で
使
用
し
た
文
書
で
は
、
宝
暦
六
年
～
八
年
の
場
合

大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
搬
出
は
、
陸
送
が
一
○
四
件
、
船
積
み
が

一
○
八
件
で
あ
り
、
宝
暦
八
年
～
九
年
の
場
合
は
、
陸
送
が
一

六
七
件
、
船
積
み
が
二
三
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
薬

種
の
小
口
荷
物
で
頻
度
が
多
く
出
荷
す
る
場
合
に
は
陸
送
を
使

い
、
口
数
や
量
の
多
い
荷
物
を
ま
と
め
て
送
る
場
合
に
は
、
船

積
み
で
大
坂
か
ら
江
戸
へ
搬
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
発
表
で
は
、
長
崎
に
お
い
て
輸
入
さ
れ
た
漢
薬
の
国
内
の

流
通
の
経
路
に
つ
い
て
、
特
に
大
坂
か
ら
江
戸
へ
搬
出
さ
れ
た

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

長
崎
の
五
ヶ
所
本
商
人
よ
り
落
札
さ
れ
て
、
大
坂
の
薬
種
問
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屋
へ
送
ら
れ
た
薬
種
を
道
修
町
薬
種
中
買
仲
間
は
品
質
を
吟
味

し
、
斤
目
掛
け
改
め
（
目
方
改
め
）
、
入
札
に
よ
り
値
決
め
（
値

組
）
し
て
買
い
取
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
仕
入
れ
た

薬
種
は
蔵
に
納
め
、
注
文
に
応
じ
て
荷
直
し
を
し
て
江
戸
へ
送

ら
れ
た
。
荷
出
し
は
大
坂
の
薬
種
中
買
仲
間
で
あ
り
、
荷
受
け

は
江
戸
本
町
・
大
伝
馬
町
の
薬
種
問
屋
で
あ
る
。
現
存
す
る
文

書
に
よ
り
薬
種
名
、
数
量
、
月
日
、
荷
直
し
方
法
、
荷
出
入
、

荷
受
人
、
輸
送
方
法
が
明
確
に
判
明
す
る
。

ち
な
み
に
寛
政
七
二
七
九
五
）
年
に
「
八
品
売
り
渡
し
有

無
御
尋
ね
に
つ
き
断
り
口
上
」
な
る
古
文
書
が
二
十
三
通
も
現

存
し
て
い
る
。
当
時
の
漢
薬
の
中
で
は
、
次
の
八
品
が
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

白
尤
（
キ
ク
科
ホ
ソ
バ
オ
ケ
ラ
の
根
茎
・
・
・
健
胃
、
鎮
痛
、
利

尿
薬
と
し
て
関
節
部
や
体
内
の
水
分
を
取
り
除
く
）

木
香
（
キ
ク
科
の
根
…
芳
香
性
健
胃
、
整
腸
作
用
あ
り
、

気
畿
に
よ
る
不
快
な
気
分
や
痛
み
を
除
く
）

肉
桂
（
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木
…
芳
香
性
健
胃
、
香
料
）

厚
朴
（
モ
ク
レ
ン
科
ホ
オ
ノ
キ
の
樹
皮
…
健
胃
、
整
腸
作

用
あ
り
気
の
流
れ
を
促
し
胸
満
、
腹
満
、
筋
肉
の
緊

張
な
ど
に
用
い
る
）

縮
砂
（
シ
ョ
ウ
ガ
科
の
種
子
の
塊
…
芳
香
健
胄
薬
と
し
て

消
化
機
能
を
高
め
る
）

酸
棗
仁
（
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科
サ
ネ
ブ
ト
ナ
ッ
メ
の
種
子
…

鎮
静
、
催
眠
作
用
が
あ
り
、
虚
弱
や
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
不
眠
に
用
い
る
）

麻
黄
（
マ
オ
ウ
科
の
地
上
茎
…
鎮
咳
、
発
汗
、
駆
水
作
用

あ
り
、
悪
寒
発
熱
に
よ
る
身
体
の
痙
痛
や
関
節
痛
、

感
冒
、
喘
息
、
皮
膚
疾
患
に
用
い
る
）

槇
榔
子
（
ヤ
シ
科
ビ
ン
ロ
ウ
の
種
子
…
収
數
、
健
胃
、
駆
虫
作

用
あ
り
、
気
の
滞
り
に
よ
る
痛
み
や
不
快
感
を
除
く
）

江
戸
時
代
の
人
々
は
実
体
の
判
ら
な
い
疫
病
に
対
処
す
る
の
に

専
ら
、
こ
れ
ら
の
漢
方
薬
を
愛
用
し
た
と
思
は
れ
る
。
特
に
国
産

化
出
来
な
い
輸
入
漢
薬
は
根
強
い
人
気
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

何
し
ろ
現
代
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ー
ル
ス
や
、
細
菌
の
知
識
が
無

く
、
治
療
は
対
症
療
法
と
全
身
の
不
快
感
を
除
い
て
自
然
治
癒

力
に
期
待
す
る
し
か
な
か
っ
た
。


